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成 果 の 概 要 

 
【背景・目的】 

Web環境における活動多様化と情報発信の容易化に伴い，そこでの人間関係把

握の重要性が増している．一方で，Webの拡大と複雑化が進み，人間関係の把

握困難化が顕著である．本プロジェクトでは，時間経過に伴う変化に対応し得

る人間関係視覚化手法の開発に取り組んだ． 

 

【方法】 

本研究は，主に以下の手順により遂行した． 

・Web上の人間関係ネットワークとその変化に関する様態分析 

・時間経過に伴う変化に応じた人間関係ネットワーク抽出手法の設計 

・視覚化モジュールのプロトタイプ開発 

・検証・知見集約 

 

【成果】 

時間経過に伴う変化や人間関係の類型による特徴などに注目して，Web上の実

際の人間関係ネットワークを精査した．分析結果に基づいて，時間経過に伴う

人間関係変化を抽出する手法の設計に取り組んだ．その上で，視覚化モジュー

ルを設計し，プロトタイプを開発した． 

結果として，人間関係ネットワークを時間経過に伴う変化を把握可能な形で

視覚化する枠組みを実現することができた．また，実際のWebデータを用いた

実験を行い，基本的な有効性を確認し，人間関係の性質・状況の違いによる視

覚化上の課題などの知見を得ることができた． 

 既存手法では，変化の把握に十分な対応が実現されていなかったWeb上の人

間関係把握について，時間経過に伴う変化に焦点をあてた視覚化の可能性を示

すことができたものと考えられる． 
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